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■ 百貨店事業

○ 全店の概況 ※既存店ベースの売上高が20ヶ月連続で前年実績を上回る。

① 中旬以降、ｶｰﾃﾞｨｶﾞﾝなどの羽織ものやｼｮｰﾄﾌﾞｰﾂ、ｽｷﾝｹｱなどの化粧品といった秋物ﾌｧｯｼｮﾝが活発な動き。

② 消費増税前の駆け込み需要も、両本店を中心に10日頃から活発となり、ｼﾞｭｴﾘｰやｲﾝﾀｰﾌｧｯｼｮﾝ、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾞｯｸﾞなど、
高額品の動きが良く、さらに20日頃からは、衣料品・雑貨、化粧品など、一般品の動きも活発化。

③ 前年の台風の影響で関西店舗が2日間休業したことの裏返しによる増収や、関空閉鎖による訪日観光客の来店減
に対する影響の反動で、中国人観光客が大幅増となり、ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ売上高が好調に推移。
以上の結果、月合計売上高は前年比121％と8ヶ月連続で前年実績をｸﾘｱ。

・ 阪急本店においても、前年の台風の影響による関空閉鎖で、ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞに対するﾏｲﾅｽ影響の反動により、中国人観
光客が大幅増となるとともに、消費増税前の駆け込み需要も徐々に活発化し、好調に推移。

・ 阪神梅田本店は、恒例の大型催事が駆け込み需要を取り込み、売上の嵩上げに寄与。

・ 支店は12店舗中11店舗が前年実績をｸﾘｱ。

○ 阪急本店の概況

・ 前年の台風による2日間休業の裏返しで増収となったことに加えて、消費増税を前に、冬物ﾌｧｯｼｮﾝの先行買いや
高額品の動きが活発化。また、外商の特招会においても、高額品が活発に動き、過去最高の売上を記録。また、
衣料品・雑貨、化粧品など一般品の動きも良かった。

・ ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ（139％）は、前年の台風の影響による関空閉鎖の反動で、最大ｼｪｱの中国人観光客の売上が大幅増。

・ 阪急ﾒﾝｽﾞ大阪は、ﾗｸﾞｼﾞｭｱﾘｰﾌﾞﾗﾝﾄﾞが引き続き好調。恒例ｲﾍﾞﾝﾄ「ﾌｧｯｼｮﾝｴｷｼﾋﾞｼﾞｮﾝﾅｲﾄ｣は来場者が前年の2割増。

※過去1年間の売上高推移

■ 食品事業
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